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第１章 経営戦略策定の趣旨 

 

１．経営戦略策定の目的 

下水道は，住民の環境衛生の向上，都市の健全な発展に寄与する施設であり，あわせて

公共用水域の水質保全に資するために欠くことのできない公共性，公益性の高い重要な都

市基盤施設です。 

本町の下水道事業は，福岡県が主体となって整備を行っている多々良川流域下水道に属

する関連公共下水道として，昭和 63 年度に整備に着手して以来，順次区域の拡大を行い

ながら整備を続けています。また，平成６年７月に流域下水道の終末処理場である「多々

良川浄化センター」が供用開始したことを受け，本町でも下水道での処理が可能となりま

した。供用開始当初，処理人口普及率は約７％でしたが，令和３年度末現在では 98.3％

に達し，建設事業の促進，普及促進については一定の目途が立った状況にあり，今後は，

維持管理や改築更新を主体とする事業に転換するとともに，安定したサービスを持続的に

提供するために経営を主とした時代に移行しようとしています。 

このような状況の中，今後は資産の老朽化に伴う大量更新期の到来，少子高齢化の進行，

生活様式の多様化等，公営企業を取り巻く環境は変化の過程にあり，これらは今後の下水

道事業の経営に対しても大きな影響を及ぼすものと考えられます。 

下水道事業は，住民の日常生活に欠くことのできない重要なサービスを提供する役割を

果たしており，将来にわたってもサービスの提供を安定的に継続することが可能となるよ

う中長期的な基本計画として，平成 29 年３月に「粕屋町下水道事業経営戦略」を策定し

ました。 

計画策定時，令和３年度を目途に見直す方針としていましたが，令和元年度以降，新型

コロナウイルス感染症等の影響により，収支計画の見通しが立ちづらい状況が続いていま

す。令和３年度末までの社会情勢の変化や本町の収支状況を踏まえ見直すこととしたため，

策定から６年が経過する令和４年度に経営戦略の見直しを行います。 
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２．経営戦略の位置付け 

平成 26 年８月に総務省から通知された「公営企業の経営に当たっての留意事項につい

て」において，経営基盤の強化，財政マネジメントの向上に取り組むための「経営戦略」

の策定が要請されました。 

そこで，現状と将来見通しを踏まえ，下水道サービスを持続的・安定的に提供していく

ための指針として，「粕屋町下水道事業経営戦略」を策定します。 

 

 

３．対象とする事業 

 

対象事業 粕屋町流域関連公共下水道事業 

 

 

４．計画期間 

経営戦略の計画期間は 10 年以上を基本として設定することが必要とされており，また，

投資，財源および経費の試算を行う上でもある程度，中長期的な視点に立った取り組みが

必要となります。 

本町は，平成 27 年度末までに約 715ha の整備を終えましたが，平成 28 年度に全体

計画の見直しを行い計画面積は約 890ha としています。このため，全体計画の整備完了

までには今後，約 175ha の整備が必要となり，本町では整備完了目標年度を令和７年度

として整備を進めています。 

下水道施設の整備が完了すると，維持管理，改築事業が主たる事業となることから，下

水道事業における節目と位置付けることが出来ます。このため，整備完了を一定の区切り

と考え，計画期間は 10 年間としました。 

 

計画期間 10 年間（平成 29 年度～令和８年度） 

 

総務省「経営戦略の策定に関する Q&A」において，経営戦略の見直しと計画期間との

関係について，「計画の見直し時点においても，更に 10 年以上の計画期間を設定し見直

すことが望ましい」とされていますが，先の記述のとおり，本町では整備完了を一定の区

切りとしていることから，今回の見直しでは期間を再設定することなく，当初の計画期間

のうち，残りの計画内容のみ見直しを行います。 
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第２章 下水道事業の現状と課題 

 

１．下水道事業の役割 

下水道は，住民の環境衛生の向上，都市の健全な発展に寄与する施設であり，あわせて

公共用水域の水質保全に資するために欠くことのできない公共性，公益性の高い重要な都

市基盤施設です。 

下水道の基本的な役割は，“公衆衛生の確保と生活環境の改善”，“浸水の防除”，“公

共用水域の水質保全”の大きな３つですが，近年では，時代の要請を受け，“環境負荷の

少ない持続可能な循環型社会の構築”，“健全な水・物質循環系の構築”も求められてい

ます。 

 

（１） 公衆衛生の確保と生活環境の改善 

下水道は，家庭や事業活動により排出される汚水を速やかに排除・処理することで，蚊

の発生の抑制，伝染病の予防，悪臭の排除など，屋内住環境を含んだ生活環境に貢献しま

す。また，便所の水洗化を通じて衛生的で快適な居住空間を創出します。 

 

（２） 浸水の防除 

市街地に降った雨を速やかに排除したり，貯留，浸透させ，内水氾濫を防止することも

下水道の重要な役割です。特に都市部での浸水防除は，住民の生命と財産を守ると同時に，

交通等の都市機能の確保の点からも重要となります。 

近年，都市化の進展に伴うヒートアイランド現象が原因と考えられる局地的な大雨の増

加に伴い，雨水流出量も増加傾向にあることから，下水道の整備・拡充が求められていま

す。 

 

（３） 公共用水域の水質保全 

生活排水，工場排水や事業活動から生じる排水を地中部に埋設した管渠で終末処理場に

集め，終末処理場で適切な処理を行い，河川等公共用水域の水質汚濁を防止します。終末

処理場で処理を行うことにより，良好な水循環の構築に寄与し，豊かな自然環境を創造し

ます。 
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２．本町の下水道 

公共下水道は，都市の健全な発達および公衆衛生の向上に寄与し，あわせて公共用水域

の保全に資することを目的とした事業であり，主として市街地における下水を排除し，ま

たは処理するために地方公共団体が管理する下水道です。 

公共下水道は大きく，“単独公共下水道”と“流域関連公共下水道”に区分されますが，

これらには以下の違いがあります。 

 

単独公共下水道 終末処理場を有する 

流域関連公共下水道 終末処理場を有しない 

 

本町は多々良川流域下水道に関連した公共下水道であり，“流域関連公共下水道”にて

整備を行っています。 

 
 

～多々良川流域下水道～ 

 多々良川流域下水道

は福岡県が管理する下水

道で，宇美町，篠栗町，

志免町，須恵町，久山町

及び本町の６町で構成さ

れています。終末処理場

である多々良川浄化セン

ターは本町にありますが，

福岡県が所有者，管理者

となります。 

 

 

 

 

 

 

 

多々良川流域下水道計画区域図 

 

また，下水道は，古くは汚水と雨水を同じ管渠で排除する『合流式』の下水道でありま

したが，処理施設の負荷の軽減のため，最近では，汚水と雨水を別々の管渠で排除する『分

流式』の下水道が採用されています。 
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 多々良川流域下水道においても，処理施設の規模の最適化，負荷の軽減のため，分流式

下水道を採用しており，粕屋町では，汚水については流域下水道幹線へ，雨水については

既存水路を利用した公共水域へ排除する計画で事業を行っています。 

 

３．下水道の整備状況 

（１） 本町の下水道施設 

本町は終末処理場施設を有しない流域関連公共下水道として，町内のほとんどの区域を

粕屋処理区に位置付けていますので，地下に埋設された管渠が主な施設となります。その

ほか，降った雨を効率的に貯めて市街地の浸水被害を軽減させるための雨水調整池，処理

された水を再利用するための再生処理施設を有しています。 

令和３年度末現在，以下の施設を保有しています。 

 

施設名 保有施設 備 考 

汚水管渠 152,867ｍ 昭和 63 年整備着手 

雨水管渠 2,155ｍ 平成 22 年整備着手 

再生処理施設 １棟 一般会計施設 

雨水調整池 ６施設  

 

（２） 下水道の普及状況 

下水道施設は平成６年度に供用を開始して以来，整備区域，下水道普及率は順調な伸び

を示してきました。令和３年度末現在，全体計画面積 889.7ha に対し約 769ha の整備

を完了しています。また，下水道普及率（処理区域内人口/行政人口）は 98.3％と非常に

高い値となっています。 

既存市街地の整備はほぼ完了しており，今後は，九大農場の再開発，各種開発計画（区

画整理・民間開発等）にあわせ，随時，整備区域を拡大していく予定です。 
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（３） 水洗化の状況 

令和３年度末現在，下水道へ接続可能な人口 47,749 人の内，46,119 人の方が接続

されており，水洗化率（水洗化人口/処理区域内人口）は約 97％となっています。 

下水道施設の整備進捗と同様に水洗化人口も順調な伸びを示しております。ライフライ

ンに位置付けられる下水道施設は今後，未整備地区の解消，開発行為と一体となった整備

が行われることから，伸びは鈍化するとしても確実な水洗化率の向上が見込めます。 

 

 

（４） 有収水量の状況 

下水道使用料の対象水量となる有収水量は令和３年度末現在，約 4,116 千ｍ3/年とな

っています。水洗化人口の増加と相関した順調な伸びを示していましたが，令和元年度以

降，新型コロナウイルス感染症等の影響による，水道の使用水量の減少に伴い，わずかに

減少傾向となっています。 
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一人一日当たりの使用水量は，年間の有収水量を水洗化人口と１年間の日数で除すこと

で算定されます。 

平成 24 年度以降横ばいで推移していた一人一日当たりの使用水量は，令和元年度から

減少傾向で推移し，令和３年度は約 245 ㍑/人・日程度となっています。これは，節水機

器の普及や経済情勢の変化による節水意識の高まり等から生活用水が減少していること，

大口需要家の減少や新型コロナウイルス感染症の影響等から事業所の使用水量が減少して

いることが影響していると考えられます。 

 

 

 

（５） 管渠の整備状況 

本町の下水道管渠の布設工事は，下水道施設の供用開始以前である昭和 63 年度から開

始しています。令和３年度末の総整備延長は約 155km となります。 

下水道事業では汚水管渠を主体に整備を行っており，汚水管渠はこれまで約 153km の

整備を完了しています。汚水管渠の管種は使用用途，埋設条件により選定していますが，

主に耐酸性に強い硬質塩化ビニル管を主体に整備を行っています。 

雨水については既存水路を用いて排水することを原則に整備を進めています。町内の一

部区域においては浸水被害の軽減に向けて，雨水調整池の整備を行っています。雨水管渠

の整備延長は約２km となっています。雨水管渠の材質は，新たに布設する管渠について

は耐久性に優れるコンクリート管を主体に採用しています。 
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※H28～R3：雨水管渠布設なし 

 

管渠整備は昭和 63 年からこれまでに約 260 億円の事業費を投じて進めてきました。

しかしながら整備した管渠を恒久的に使用できるわけではなく，持続的に下水道施設を利

用するためには，将来，すべての管渠の更新が必要となります。 
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単純に標準耐用年数である 50 年で改築を行うと仮定すると，令和 30 年前後に多額の

改築費用を投じる必要があります。事業費の集中は財政面の不安材料となることから，ス

トックマネジメントを実施し，延命化等を行いつつ，事業量の平準化を推進していく必要

があります。 

 

 

 

（６） 雨水対策の状況 

近年，多発するゲリラ豪雨，都市化の進展に伴う雨水流出量の増大などによる都市型浸

水被害の発生が社会的な問題となっています。本町も例外ではなく，雨水対策の強化は必

要な事業の一つです。 

本町では，中心部の浸水被害の軽減に向け雨水調整池の設置を行い，現在，６か所の雨

水調整池を維持管理しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  粕屋フォーラム駐車場内雨水調整池築造工事(平成 23 年) 
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４．下水道の経営状況 

（１） 下水道使用料金の状況 

本町の生活・営業活動等に使用される水には，上水道と井戸水があります。上水道利用

の場合は水道の使用水量，井戸水利用の場合は人数により認定水量を決定し，下水道使用

料金を賦課しています。 

一般家庭の下水道排出量が20ｍ3/月の場合，下水道使用料金は2,750円（消費税込み）

となり，多々良川流域関連６町の中では２番目に安価となっています。 

 

流域関連 

町名 

下水道料金 

（円/月・20m3，消費税込み） 

宇美町 3,210 

久山町 3,080 

須恵町 2,860 

粕屋町 2,750 

篠栗町 2,970 

志免町 2,662 

平 均 2,922 

                          令和 3 年 3 月 31 日現在 

 

令和３年度における使用料金収入の総額は約６億２千万円（税抜き）となり，６億円を

越える収入が確保できていますが，令和元年度以降，有収水量の減少に比例して減少傾向

となっています。 

 

 

  ※平成 22 年 4 月に公営企業法を適用したため，平成 22 年度から整理する（以下，同様）。 
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（２） 処理原価の推移 

処理原価とは１ｍ3 の汚水を処理するのにどのくらいの費用がかかったかを示す指標で

あり，汚水処理費を有収水量で除すことで算出します。本町の処理原価は平成 28 年に比

べると減少傾向にあります。現在は水洗化人口の増加に伴い，比較的まとまった汚水量と

なることで効率的な処理が行えていると判断できます。 

 

 

 

（３） 経費回収率 

経費回収率とは使用料金で回収すべき経費を，どの程度使用料で賄えているかを示す指

標であり，下水道使用料を汚水処理費で除すことで算出します。 

本町は汚水処理事業の中で，水循環・再生下水道モデル事業を実施しており，汚水処理

費には再生処理施設費が含まれています。水循環・再生下水道モデル事業は一般財源の支

出により整備・運営が行われている事業となるため，使用料金収入で賄うものではありま

せん。本町の経費回収率は，比較的高水準で推移しているものの 100％には到達していま

せんが，この再生処理施設費を除く汚水処理費を用いて算出した経費回収率は，100％を

超えた数値で推移しています。 
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（４） 繰入金の推移 

公共下水道の一般会計からの繰入金は，６億円程度とほぼ同額で推移しておりましたが，

近年は減少傾向となっています。繰入金は基準内繰入金と基準外繰入金に区分されますが，

毎年同程度の繰入を行っています。しかしながら，これは事業規模等によって異なること

から単純に比較はできません。 

 

 

この繰入金を処理区域内人口で除すことで１人当たりの繰入金となります。令和３年度

では約１万１千円となっています。 
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（５） 企業債残高の推移 

令和３年度末の企業債残高は約 77 億円となり，平成 27 年度末に比べ約 25 億円減少

しています。施設ピークの建設が平成 10 年頃であり，近年は事業量が縮小傾向にあるこ

とから確実に企業債の残高は減少しています。 

今後は，適切に平準化策を講じ，ピークをなくしていくことが重要となります。 

 

 

 

（６） 職員の状況 

以前は，普及率の拡大を目指し管渠整備が多かったため，下水道関係の業務に従事して

いる職員は比較的多かったのですが，普及率も 90％を超え，ある程度面整備も進んだこ

とから，平成 18 年度に行政改革を行い，効率化を図るため上水道関連部署と統合し，職

員は減少する形になりました。 

近年は４人体制で下水道に関する業務を遂行しており，ここ数年変動はありません。 
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（７） 経営比較分析表 

公営企業では経営及び施設の状況を表す経営指標を活用し，経年比較や他公営企業との

比較，複数の指標を組み合わせた分析を行うことにより，経営の現状及び課題を的確かつ

簡明に把握することが可能となります。そこで，総務省では国内の公営企業の財務情報を

整理したものを同規模の自治体と比較した「経営比較分析表」として取りまとめています。 

経営比較分析表の全体総括表にも示されていますが，これまで分析を行った結果同様，

経営状態は健全と考えられており，将来の投資に対するバランスが求められています。 

次ページに，現時点総務省が公表している最新の経営比較分析表（令和２年度決算）を

示し，経営比較分析表以降に，言葉の定義及び本町の状況を説明します。 
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【表頭部分】 

 

  

項目 内容 粕屋町の状況

類似団体区分 粕屋町と同規模の自治体区分

Bc2区分
　・処理区域内人口　30,000人以上
　・処理区域内人口密度　50人/ha以上
　・供用開始後年数　30年未満

資金不足比率（％）

当該年度決算に基づく，地方公共団
体の財政の健全化に関する法律（平
成19年法律第94号）第22条第2項
に規程する資金不足比率

資金不足は生じていない

自己資本構成比率（％）

当該年度決算に基づく，負債資本合
計に占める自己資本（資本に繰延収
益を加えたもの）の割合
((資本+繰延収益)/負債資本合計)

50％に近い値であり，過去の利益の蓄積が
多く，経営基盤が安定してると判断できる

普及率（％）
当該年度に基づく，行政区域内人口
に対する処理区域内人口の割合
(処理区域内人口/行政区域内人口)

前掲

有収率（％）
当該年度決算に基づく，汚水処理水
量に対する年間有収水量
(年間有収水量/汚水処理水量)

有収率は高水準にあり,雨天時浸入水等の流
入は少ないと考えられる

１ヶ月当たり20ｍ
3
家庭料金

（円）

当該年度決算に基づく,１ヶ月20ｍ3

当たり家庭料金（口径13mm）
前掲

人口（人）
当該公共団体の令和3年１月１日住
民基本台帳人口

本町の人口は経年的に見ると増加傾向にあ
り,今後も適度な収入が予測できる

面積（km
2
）

国土地理院が実施する令和2年全国
都道府県市町村別面積調に基づく，
当該地方公共団体の面積

－

人口密度（人/km2） 人口／面積 －

処理区域内人口（人）
当該決算年度に基づく,下水道法によ
り処理開始が公示又は通知された処
理区域の年度末人口

本町の処理区域内人口は経年的に見ると増加
傾向にあり,今後も適度な収入が予測できる

処理区域面積（km2）
下水道法により処理開始が公示又は
通知された処理区域の面積

前掲

処理区域内人口密度

（人/km
2
）

現在処理区域内人口/処理区域面積 －
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【経営比較分析】 

 

 

項目 算出式 意味 粕屋町の状況

①経常収支比率
　　（％）

（経常収益／経常費用）×
100

料金収入や一般会計からの繰入金等
の収益で，維持管理費や支払利息等
の費用をどの程度賄えているかを表
す指標

100％を超えており，黒字となって
いる。今後は更新費用の財源を確保
しつつ，黒字を続けることが望まれ
る。

②累積欠損金比率
　　（％）

（当年度末処理欠損金／
（（営業収益）－（受託工
事収益）））×100

営業収益に対する累積欠損金の状況
を表す指標

0％であり，現状の経営は問題ない。ま
た，使用料収入も増加傾向であり，将来

的にも安定していると考えられる。ただ
し，管渠の老朽化に伴い維持費が増加す

る可能性があり，注意が必要である。

③流動比率
　　（％）

（流動資産／流動負債）×
100

短期的な債務に対する支払能力を表
す指標

年々上昇している。類似団体に比べ
ても高い位置にある。

④企業債残高対
　事業規模比率
　　（％）

（（企業債現在高合計－一
般会計負担額）／（営業収
益－受託工事収益－雨水処
理負担金））×100

料金収入に対する企業債残高の割合
であり，企業債残高の規模を表す指
標

年々減少傾向にあるが，改築が始ま
る時期には注意が必要である。

⑤経費回収率
　　（％）

（下水道使用料金／汚水処
理費（公費負担分を除く）
）×100

使用料金で回収すべき経費をどの程
度使用料で賄えているかを表した指
標

100％に近い値であるが，使用料金
以外の収入（繰入金等）で賄われて
いる面もある。今後，適正な使用料
金収入の確保，汚水処理費の削減が
必要となる。

⑥汚水処理原価
　　（円）

汚水処理費（公費負担分を
除く）／年間有収水量

有収水量1ｍ3当たりの汚水処理に要
した費用

類似団体の平均に比べ処理原価は高
い。今後，投資の効率化，更なる有
収水量の増加等の経営改善が必要で
ある。

⑦施設利用率
　　（％）

（晴天時一日平均処理水量
／晴天時現在処理能力）×
100

施設・設備が一日に対応可能な処理
能力に対する，一日平均処理水量の
割合

流域関連公共下水道であり，処理施
設はない。

⑧水洗化率
　　（％）

（現在水洗便所設置済人口
／現在処理区域内人口）×
100

処理区域内人口のうち，実際に水洗
便所を設置して汚水処理している人
口の割合を表した指標

類似団体と同程度であるが高水準で
推移している。今後は更なる水洗化
率の向上に向けた取組が必要であ
る。

①有形固定資産
　減価償却率
　　（％）

（有形固定資産減価償却累
計額／有形固定資産のうち
償却対象資産の帳簿原価）
×100

有形固定資産のうち償却対象資産の
減価償却がどの程度進んでいるかを
表す指標

一般的に100％に近いほど保有資産
が耐用年数に近いこととなるが，老
朽化が年々進んでいる状況である。

②管渠老朽化率
　　（％）

（法定耐用年数を経過した
管渠延長／下水道布設延
長）×100

法定耐用年数を超えた管渠延長の割
合を表した指標

工事着手が昭和61年であり，現時点
で耐用年数を超えた管渠はない。

③管渠改善率
　　（％）

（改善（更新・改良・修
繕）管渠延長）／下水道布
設延長）×100

当該年度に更新した管渠延長の割合
を表した指標

工事着手が昭和61年であり，現時点
で更新実績はない。

１．経営の健全性・効率性

２．老朽化の状況
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第３章 経営の基本方針 

 

全国的な傾向として，人口減少や少子高齢化が進んでおり，受益者の減少に伴う使用料

金収入の減少が危惧されていますが，本町の人口は国立社会保障人口問題研究所の推計（平

成 30 年３月）によると，公表されている令和 27 年まで行政人口は増加するものと推計

されています。しかしながら，カーボンニュートラル等による生活様式の変化，節水型機

器の普及，省資源化，経済成長の鈍化など社会構造の変化に伴い，使用料金収入の伸びは

鈍化傾向に転じることも考えられます。 

 

 

 

また，本町の管渠は平成 10 年前後に集中的に整備を行っており，標準耐用年数である

50 年で施設を改築する場合，令和 30 年前後に大規模な改築が必要な時期が到来し，老

朽化対策としての改築事業へ多額の投資が必要となります。管渠の老朽化対策に加え，流

域下水道の処理施設も老朽化対策が必要となることを見据えると，今後の下水道事業を取

り巻く環境は厳しくなるものと想定されます。 

本経営戦略の計画期間は 10 年間であり，その間は未整備地区の解消及び健全な下水道

管渠の維持管理が主体となります。 

本格的な改築事業は早くとも令和 20 年付近となることから，本経営戦略では，経営の

基本方針に以下を掲げます。 

 

 

 

 

 

磐石な下水道サービスの提供に向けた土台の構築 



第４章 投資計画 

 

19 
 

第４章 投資計画 

 

粕屋町において今後必要な事業は長期的な目線でみると既に工事を完了した管渠の改築

事業が主となりますが，短期的な視点でみると下水道の未普及地区に対する新設管渠の整

備が急務となります。 

国は，「未整備地区における下水道施設の早期概成」を目標に掲げており，平成 26 年

１月には「持続的な汚水処理システム構築に向けた都道府県構想策定マニュアル」を発刊

し，10 年を目途に汚水処理施設の概成を達成することを目標としています。粕屋町では

平成 27 年に町内全域の整備方針を固め，公共下水道事業で整備を行う区域を設定してい

ることから，本経営戦略は今後投資が必要な下水道事業について以下のとおり整理を行い

ます。 

  ① 未普及地区整備促進事業（汚水） 

  ② 雨水整備事業 

  ③ 管渠改築事業 

  ④ 処理施設新設・改築事業（県） 

  ⑤ 再生処理施設改築事業 

 

１．事業方針 

今後，投資が必要な事業の内，本経営戦略の期間である 10 年間は① 未普及地区整備

促進事業（汚水）が主体となります。このため，今後，10 年間の投資は本事業に集中的

に行います。 

なお，その他の事業は以下の方針とします。 

 

② 雨水整備事業 

雨水施設はこれまで調整池等の整備を行ってきた結果として，浸水被害が生じる地

域は大幅に減少しました。ただし，都市化の進展，異常気象による浸水被害の拡大が

顕著となった場合には，方針を転換し，早急に整備促進を図ります。 

なお，下水道事業を行う上では，雨水整備は公費負担が原則であり，一般財源を用

いて整備を行っていきます。 
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③ 管渠改築事業 

管渠の老朽化対策である改築事業は標準耐用年数を考慮すると令和 20 年頃から必

要となることが想定されます。しかしながら，令和 20 年から一定の割合で改築を開

始すると建設時と同様に大きな改築のピークが現れ，下水道経営に大きな影響を及ぼ

すこととなります。このため，今後は“計画的な改築・維持管理”の実現に向けた「ス

トックマネジメント計画」を策定し， 

 ・日常生活や社会活動に重大な影響を及ぼす事故発生や機能停止を未然に防止 

・ライフサイクルコストの最小化 

・予算の最適化の観点も踏まえた予防保全型管理 

に努めていきます。 

管渠改築事業は次期経営戦略の主となる事業であることから，本経営戦略からは除

外します。 

 

④ 処理施設新設・改築事業（県） 

粕屋町は処理施設を有しておらず，県が管理する流域下水道幹線へ汚水を放流し，

県所管の多々良川浄化センターで汚水処理を行っています。 

県の管理する施設の建設費，改築費に対して粕屋町では“流域下水道建設負担金”

を支払っています。この財源は下水道使用料が充当されることから今後の下水道経営

を行う上では非常に大きな要素となります。本経営計画の中では，“流域下水道分担

金”として将来値を経営戦略に反映します。 

 

⑤ 再生処理施設改築事業 

粕屋町には多々良川浄化センターで処理を行った水を再利用するための再生処理

施設がありますが，再生水は“水路の維持用水”,“せせらぎ”,“農業用水”,“公共

施設のトイレ用水”等に活用されており，良好な水環境を創出しています。この施設

は，一般財源の支出により整備・運営が行われており，下水道に関する経費の投入は

ありません。このため，将来の改築事業においても一般財源を投入することから，経

営戦略からは除外します。 

 

粕屋フォーラム横にある「せせらぎ公園」（処理水を利用） 
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２．未普及地区整備促進事業 

粕屋町の下水道は平成 28 年度に全体計画の見直しを行い，全体計画区域面積は約

890ha となっています。 

このうち，令和３年度末現在，約 769ha の整備が完了しています。 

 

全体計画面積 

（ha） 

事業計画面積 

（ha） 

整備済み面積（R3 末） 

（ha） 

890 869 769 

 

今後は継続的に事業計画面積の拡大を行い，未普及地区の解消，開発計画との整合を図

った効率的な管渠整備に努める方針です。粕屋町では国の方針に従い，概ね 10 年（令和

７年度末）で未普及地区の解消を完了する方針としていることから，毎年，以下に示す面

積を整備する方針です。 

なお，全体計画面積には道路・池など整備不要な面積（約 75ha）も含まれていること

から，令和４年度以降に実際に整備が必要な面積は約 46ha となります。 

 

 

 

未普及地区の整備促進に向けた管渠整備における投資額の見込みは概ね以下のとおり

となります。 

 

項  目 
10 年間の投資額 

（H29～R7） 

未普及地区整備促進事業 約 934 百万円 

（1ha あたり約 9.4 百万円と設定し算出）   

単年度 累計

平成27年度まで - 714.9

平成28年 3.2 718.1

平成29年 18.3 736.4

平成30年 3.2 739.6

令和元年 7.5 747.1

令和2年 21.5 768.6

令和3年 0.1 768.7

令和4年 11.6 780.3

令和5年 11.6 791.9

令和6年 11.6 803.5

令和7年 11.5 815.0

令和8年 0.0 815.0

整備不要

(池・道路等)
75.0 890.0

整備面積（ha）
年度
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３．処理施設新設・改築事業（県） 

県の処理施設である多々良川浄化センターは平成６年度に供用を開始した施設であり，

令和４年度で 28 年が経過します。多くの機械・電気設備で標準耐用年数が経過しており，

今後計画的な改築事業が行われていきます。さらに処理場は流入下水量の伸びに応じて建

設を行うため，現状ですべての施設が完成しているわけではなく，今後，新たに作る施設

もあります。 

このため，県では今後の流入水量予測，財政見通し等を踏まえ，関連する町に対して一

定額の負担を求めています。 

今後 10 年間の負担額である“流域下水道建設負担金”は以下のとおり推計されていま

す。 

 

項  目 
10 年間の投資額 

（H29～R8） 

流域下水道建設負担金 約 735 百万円 

（県の予定額より算出）       

 

 

多々良川浄化センター（出典：福岡県下水道管理センターホームページ） 
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４．10 年間の投資額のまとめ 

今後 10 年間の施設構築に関する投資額は主として未普及地区整備促進事業，流域下水

道建設負担金となります。 

10 年間の投資額をまとめると，約 17 億円が必要となり，単純平均すると年間約 1.7

億円となります。 

 

 

項  目 
10 年間の投資額 

（H29～R8） 

未普及地区整備促進事業 約 934 百万円 

流域下水道建設負担金 約 735 百万円 

合  計 約 1,669 百万円 

 

流域下水道建設負担金は県の事業の進捗，老朽化の進行度合いにもよりますが，粕屋町

流域関連公共下水道としては，10 年間で下水道計画区域の全町民が下水道施設を利用可

能となり，下水道施設の土台が完成します。 
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第５章 財源計画 

 

１．事業に必要な財源の確保 

磐石な下水道サービスの提供に向けた土台の構築には，全体計画区域内のすべての住民

が下水道を使用できる環境を構築することに加え，経営の安定化が求められます。そこで,

前章で検討した投資計画を実行することはもちろん，使用料金収入を推計し，長期的な費

用負担の平準化を図った企業債の活用や，国庫補助金の活用，一般会計からの繰入れの適

正化が必要となります。 

本町の人口は他の市町と相反して現在も増加傾向にあり，国立社会保障人口問題研究所

の予測においても令和 27 年までは増加傾向を示すとされています。また，「第５次粕屋

町総合計画後期基本計画」では令和 12 年までの人口推計を行っていますが，同様に増加

傾向と推計しています。このため，下水道使用料金の収入は一定期間，安定的に確保でき

るものと推察されますが，将来的には人口が減少傾向に転じる可能性があることに加え，

住民の節水意識の向上や節水型機器の普及により，下水道使用料金収入が減少することも

視野に入れておく必要があります。 

 

２．投資と財源の関係 

企業会計の概念上，収支は大きく“収益的収支”と“資本的収支”に区分されます。 

この収支の内訳を簡単に示すと以下のとおりとなります。 

 

 

 

資本的収入のうち，国庫補助金，地方債は充当率が定められ，一般会計繰入金について

も繰出基準により算出するため，投資・起債償還元金の不足分は，減価償却費や利益等を

もって補填することとなります。 

しかしながら，収益的支出についても，維持管理費の大半は流域下水道（県）への負担

金であり，また資本費は固定的であります。そのため，長期的に収支を均衡させるには，

投資計画に見合った利益，つまり下水道使用料金収入の確保が重要となります。 

 

 

収入 支出 収入 支出

流域下水道建設負担金

国庫補助金

受益者負担金

一般会計繰入金

一般会計繰入金

利益

下水道使用料金

長期前受金戻入

収益的収支 資本的収支

（補填財源）
※減価償却費・利益等

起債償還

地方債
未普及地区整備促進事業

維持管理費

資本費
（減価償却費・利息）
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（１） 下水道使用料収入 

公営企業の料金は，「公正妥当なものでなければならず，かつ，能率的な経営のもとに

おける適正な原価を基礎とし，地方公営企業の健全な経営を確保できるものでなければな

らない」とされています。また，下水道には“雨水公費・汚水私費の原則”があり，雨水

排除に関する費用は公費を充当し，汚水処理に関する費用は私費（下水道使用量に応じて

徴収する使用料金並びに受益者負担金）にて負担するものと定義されています。 

下水道の使用料金収入が十分でない場合，多くの他会計からの繰入金（一般会計）が必

要となりますが，この状況が恒常的に続くと企業として健全とは言えず，適切な額に段階

的な見直しを行うなどの対策が必要となります。 

 

（２） 起債（企業債） 

企業債は長期的に返還を行っていくことから借金ではありますが，あわせて，インフラ

整備は長期的にわたって使用できる資産であることから，その財源の一部を将来世代にも

負担させるという合理的な側面も有しています。このため，現役世代，将来世代の負担に

偏りがでないように長期的な視点に立った抑制策，均衡化策を図ることが重要です。 

 

（３） 他会計（一般会計）からの繰入金 

一般会計からの繰入金は，毎年総務省自治財政局長から通知される「地方公営企業繰出

金について」に定められた基準に基づく繰入金（基準内繰入金）とそれ以外の繰入金（基

準外繰入金）があります。 

公費負担を原則とする雨水処理に関する費用等は一般会計が負担する経費として基準内

繰入金とされていますが，基準外繰入金は収支不足の補填等に当てられることから，自治

体独自の政策となります。また，基準内繰入金には「分流式下水道等に要する経費」もあ

り，これは適正な下水道料金を徴収しても不足する経費に充当されます。しかしながら，

一般会計からの繰入金が多くを占める場合，適正な経営とは言えず，改善が必要となりま

す。 

 

（４） その他の財源 

国庫補助金は，下水道の役割を踏まえ，下水道を緊急に整備することが非常に重要であ

るとして，国が建設費の一部を補助するものです。国庫補助金の活用により，町の下水道

整備の促進が図られてきました。 

受益者負担金は，下水道が整備されると土地の利用価値が高まることから，その事業費

の一部を負担していただいているものです。 

また，これらの下水道整備のために受けた補助金等については，その資産の減価償却費

に対応して長期前受金戻入（現金収入無し）として収益化しています。 
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３．下水道使用料金の試算 

下水道使用料金は生活・営業に伴い下水道を使用した量に対して徴収される料金です。 

下水道使用料金を試算する上では水洗化人口（下水道接続人口），将来の水使用量を推

計することが重要となります。 

 

（１） 水洗化人口の推計 

本町の人口は増加傾向にあり，下水道の整備が進むにつれ水洗化人口は増加する傾向と

推察されます。また，整備済み区域の未水洗化家屋に対して水洗化を促します。 

令和３年度末の水洗化人口は約 46,200 人ですが，未整備区域の普及促進，水洗化の促

進活動により令和８年度末には約 48,700 人に増加すると見込んでいます。 
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（２） １人１日当たりの処理水量 

公共下水道の生活汚水に関する１人１日当たりの処理水量は，255 ㍑/人・日（生活及

び営業）で推移していましたが，令和元年度以降減少傾向となり，令和３年度では，245

㍑/人・日となりました。これは，節水意識の向上，節水型機器の普及に加え，新型コロナ

ウイルス感染症等の影響により減少したものと想定されます。未だ情勢の早期の回復は望

めないため，令和８年度までは現状が維持されると見込んでいます。 

 

 令和 3 年度（実績） 令和 8 年度 

1 人 1 日当たりの処理水量 

（㍑/人・日） 
245 245 

 

 

（３） 下水道処理水量（使用料金賦課対象水量） 

公共下水道では，生活汚水，工場排水，地下水等様々な汚水の処理を行います。 

発生者が特定可能な生活排水や工場排水は料金の徴収が可能ですが，管渠の継ぎ目等か

ら浸入する地下水量は実質，使用料金徴収の対象外となります。 

そのため，下水道処理水量の推計としては，令和３年度までの有収水量の推移と水洗化

人口及び１人１日当たりの処理水量の推計から算出しており，令和８年度には 4,137 千

ｍ3/年と見込んでいます。 
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（４） 使用料金の試算値 

平成 28 年度末の使用料金収入は約 654,066 千円と，使用水量に比例して使用料金収

入も伸びておりましたが，令和元年度以降，大口需要家の減少，物価高騰や新型コロナウ

イルス感染症等の影響により有収水量は減少傾向を示し，比例して使用料金収入も減少傾

向となっています。今後も経済情勢の大幅な回復は難しく低迷状態が継続していくことが

予測されますが，処理区域内人口は増加すると予測していることから，伸び率は緩やかで

はありますが，微増傾向で推移し，令和８年度には 644,939 千円となると見込んでいま

す。 

当面の経営状況は人口増，水量増に起因して使用料金収入も微増傾向にあると推測して

おり，当該計画期間内では支出削減に努め，利用者負担を抑えることを基本方針とし，早

急な料金の改定は考慮していませんが，エネルギー価格を始めとした物価高騰の継続等に

よる使用料金収入の減少が進む場合や，流域下水道維持管理負担金の改定があった場合は，

当該計画期間内でも料金改定を検討することとします。当期間内で料金改定を行わない場

合は，毎年度のモニタリングを経て，次期計画期間内で使用料金の改定の是非について検

討を行います。 
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４．企業債の試算 

企業債は下水道経営上，財源の一部を将来世代にも負担させるという合理的な側面を有

していることから，当面は継続的に活用することを考えています。しかしながら，企業債

残高を多く抱えることは将来世代の負担が多くなることを意味することから，年々，企業

債残高を減少させることを目標とします。 

 

 

 

企業債残高は平成 30 年度に約 90 億円ですが，令和８年度には約 53 億円と約 37 億

円減少すると見込んでいます。 

 

 

  



第５章 財源計画 

 

30 
 

５．一般会計からの繰入金 

一般会計からの繰入金は，雨水公費，汚水私費の原則のもと，繰出基準に基づき繰り入

れることとしています。ただし，分流式下水道にかかる繰入金については，適正な使用料

を考慮した上で決定することとなっているため，収益上の影響を勘案して，収益的収支で

の繰入れを平準化したものとしています。 
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第６章 投資・財源計画 

 

１．投資・財政計画 

第４章，第５章で検討した考え方に基づき，料金の改定を行わない条件で策定した，本

経営戦略の計画期間内の投資・財源計画を次ページ以降に示します。 

資本的収支における資金不足額について，不足額のほとんどを当年度留保資金（ここで

は簡易的に，当該年度の減価償却費から長期前受金戻入を引いたもの）で補うことができ

ています。令和元年度以降，資金不足額は減少してはいるものの，繰越利益剰余金を含む

留保資金の蓄えが減少傾向を示しているため，今後の管渠更新時期到来に備えて，いかに

蓄えを増やしていくかが重要となります。 

一方，収益的収支をみると，令和元年度以降，新型コロナウイルス感染症の拡大・社会

情勢の変化により，一時的に使用料金収入が減少し，繰越利益剰余金を蓄えることが困難

となりました。令和４年度以降は，本町の人口が増加していくことが見込まれることから，

収入は一定期間，安定的に確保できるものと推察されます。また，企業債の償還が進むこ

とから支払利息は減少傾向にあり，繰越利益剰余金は堅調に増加し，留保資金の蓄積が見

込めています。その他，更なる収入増加のため，当計画期間中は主に未普及地区の解消に

向け整備促進事業を継続し，併せて，支出削減のため必要経費の見直しも行っていきます。 

ただし，流域の維持管理負担金単価に変動があった場合は，収益的収支に大きな影響を

及ぼしますので，当計画期間中でも使用料金の改定を含めた計画の見直しが必要となりま

す。 
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（１）収益的収支（税抜き） 
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２．経費回収率の向上 

第２章で示したとおり，本町の経費回収率は令和２年度で 95.1％，令和３年度で 95.7％

となっています。これは，一般財源の支出により整備・運営が行われている事業である，

水循環・再生下水道モデル事業の費用を含んだ汚水処理費にて算出したものです。 

再生処理施設費に相当する額は，一般会計より繰入を行っており，この再生処理施設費

を除く汚水処理費を用いて算出した経費回収率では，令和２年度で 108.2％，令和３年度

で 108.1％と，100％を超えて推移しています。 

使用料収入は人口増加に伴い増加傾向で推移し，汚水処理費は横ばい傾向で推移すると

見込まれるため，今後も 100％超で継続することが想定されます。本経営戦略の計画期間

中は，再生処理施設費を除く汚水処理費を用いて算出した経費回収率の 100％以上の維持

を目標とします。 
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第７章 効率化・経営健全化の取組 

 

１．人材に関する事項 

今後は普及促進から維持管理の時代へ移行することから，様々な専門知識の習得が求

められます。また，企業職員として経営感覚の向上や企業会計に対する専門知識の習得

なども求められます。このため，各種研修に積極的に参加していくことでさらなる職員

の育成，資質の向上に努めます。 

 

２．広域化・共同化・最適化に関する事項 

本町は流域関連公共下水道として整備を行っていることから，広域化・共同化につい

ては流域下水道を構成する他町と既に着手している状況にあります。「福岡県汚水処理

事業にかかる広域化・共同化計画」について，多々良川流域ブロック会議に参加し，ハ

ード面・ソフト面それぞれの取り組みについて検討を重ね，令和５年３月に計画が策定

される予定です。今後この計画に基づき，ブロック会議への参加等，計画の進捗管理に

取り組んでいきます。 

管渠計画について，今後は九大農場等，比較的規模が大きい開発における管渠の設置

が必要となりますが，開発計画と一体となった検討を進め，最適な方法を検討し，資本

費の削減に努めます。 

 

３．その他の経営基盤に関する事項 

現状の有収率は約 94％と比較的高い水準で推移しています。しかしながら，管渠整

備は昭和 63 年から始めており，当初に埋設した管渠は布設後，約 35 年が経過します。

管渠が劣化するとクラックの発生や継ぎ手の開きが生じ，その隙間から不明水（地下水

や雨天時浸入水等）が流入し，有収率を下げる原因となります。 

不明水の流入が多量となると，多々良川浄化センターの処理原価が高騰することとな

り，経営基盤を脆弱にする一因となりかねません。このため，計画的な改築・維持管理

に向けストックマネジメント計画を早期に策定し，予防保全型管理に努めます。また，

流域関連６町で連携し，不明水調査，対策の実施を検討していきます。 

 

４．情報公開に関する事項 

下水道に関する情報は，町のホームページ内にある“くらしのガイド”内にて上水道

事業を合わせて掲載しています。 

下水道事業は住民と密接なかかわりを持つ事業であり，住民が下水道への理解を深め，

困ったときに必要な情報を確認できることが求められます。このため，今後は一方的な

発信ではなく，住民の方々と意見交換を行い住民のニーズに沿った情報公開のあり方に

ついて検討を行います。 
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また，本経営戦略の進捗を示し，経営の現状や課題を共有するために，毎年度経営比

較分析表を公表していきます。 

 

５．経営戦略の進捗管理 

経営戦略は，今後の本町の下水道サービスを持続的・安定的に提供していくための指

針となります。策定したら終わりではなく，確実に事業を実施し，進捗度合いを管理し

ていくことが重要となります。このため，事業の実施状況について毎年度評価・検証を

行いながら，令和９年度からの次期経営戦略を令和８年度に策定します。しかしながら，

経営戦略の進捗状況が芳しくない場合，あるいは経営，財政の条件が大幅に変更となっ

た場合には，途中年度においても見直しを検討します。 

見直しを行う上では，計画と実績との乖離及びその原因を分析することにより，ＰＤ

ＣＡサイクルを活用したスパイラルアップを図りつつ，様々な視点での検討を行います。 

 


